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　３月７日（土）８日（日）の両日に亘り、第53回海外

登山技術研究会が国立オリンピック記念青少年総合セ

ンターで開催された。この研究会は海外登山の振興を

目的にしているもので、今回は両日で総勢72名の参

加があった。

　７日午後から始まった研究会は、まず昨年度の海外

登山奨励金交付隊である2隊を含む3隊より登山報告

をしていただいた。

　アラスカのルース氷河上に38日間滞在して４つの

新ルート登攀をしたチームＷＡＳＡＢＩ隊からは和田

淳二氏に話をしていただいた。登攀中にすぐ横にある

大きな雪庇が落ちたことなど迫力ある登攀中の話も面

白かったが、長いＢＣ生活をいかに快適に楽しむか、

そして自分たちで登れそうなラインを気負わずに楽し

む、という登山の姿勢が印象的であった。この登攀は

こうした遠征スタイルも評価されて2014年のピオレ

ドールアジアを受賞している。

　Ｋ７バダルピークを新ルートから初登頂したギリギ

リボーイズ隊からは、長門敬明氏に来ていただいた。

当初はＫ７西峰から主峰への縦走も視野に入れた計画

だったが、この計画はその難しさに早々に断念。しか

し、岩を登りたい、ピークには立ちたいという思いか

ら、長いけれど快適なクライミングのできそうな今回

の南東稜の登攀を行ったとのことであった。氏のこれ

までの登攀歴を振り返りながらの話は、今の登山にた

どり着いた流れがよく分かるものであった。先のアラ

スカ隊もそうだが、最近の若い遠征登山隊は皆、本当

に登山を楽しんでいる様子が伝わってくる。

　もう一隊の報告は、日本山岳会学生部女子による

ムスタン・マンセイル峰（6242m）の初登頂報告で、

井上由樹子氏と長谷川恵理氏に報告していただいた。

こちらは海外登山が初めての学生による登山隊で、

4000mを越えた時に記念写真を撮ったこととか初め

てヤクを見た感動とかが新鮮に伝わってきて、自分に

も同じ時期があったことを感慨深く感じた。行ってみ

たい、じゃ行っちゃえ、で始まった登山隊で失敗だら

けではあったが、行くことでそれが分かって良かっ

た、今度は自分の力で行きたい、との言葉がとても嬉

しく感じた。

　登山報告の後は、池田常道氏に2014年の海外登山

全般を振り返りつつ、最近の海外登山の傾向や、これ

から狙い目となる山域などについて話していただい

た。

　その後、近藤和美国際委員より最近の海外登山事情

について報告していただいた。海外登山に出掛ける際

には、メールでもいいので各国の在外日本公館に登山

届を出すように呼びかけをした。

　翌８日の初めは特別講演として、中村保氏を講師に

お招きし、昨秋の南チベット踏査の報告をしていただ

いた。ヤルン・ツァンポー南岸やブータン国境の山な

ど、情報の少ない貴重な山々の写真をたくさん紹介し

ていただいた。ただチベットはますます入域が難しく

なっているようだ。

　次は今回の特集で、「アルパインスタイル登攀の装

備と食料」をテーマに企画した。まずは国内外で精力

的な登攀をしている馬目弘仁氏に、登攀時の装備につ

いて、特に生活装備の考え方や工夫の実際について話

第53回海外登山技術研究会 報告

ネパール大地震のお見舞い
　この度のネパール大地震で、甚大な被害を蒙られたネパール国民と被災者の皆様に心よりお見舞いを
申し上げます。
　また、大変困難な状況の中で、救援活動に携わっている方々のご努力に深甚より感謝申し上げます。
　私たち日本の山仲間は、皆様の安全を祈念しつつ、この困難な状況を一刻も早く改善する救援活動に
できる限りの協力をしたいと考えております。� 平成27年４月26日

公益社団法人�日本山岳協会　会�長　神 﨑 忠 男



3

していただいた。昨年にピオレドールを受賞したキャ

シャール南ピラー登攀で使用した改造テントを持参し

ていただき、その説明には多くの方が熱心に質問をし

ていた。その後、その改造テントの作成者でもありエ

スパーステントの開発に携わっているヘリテイジ社の

野中玲樹氏に、装備の開発や改良に関して、メーカー

の立場から話していただいた。装備の足りない部分は

自分で工夫すること、そしてメーカーを揺り動かす熱

意があれば、装備の改良や新開発につながるとの言葉

が印象的だった。その後、馬目氏、野中氏にクライマー

の谷口けい氏を交えて、アルパインスタイル登攀の装

備と食料に関して、事前に集めたアンケートをもとに

座談会を持った。アンケートは今年のウインタークラ

イマーズミーティングに参加した現役クライマーから

集めたもので、興味深い内容が多く、それらに関して

数々の意見をいただいた。また、ご自身の装備につい

ての考え方も披露していただいて終了した。

　この研究会は50余年にわたって行われているもの

で、以前は海外を目指す人の交流と情報交換の場とし

て機能してきた。しかし、その役割が薄れてきた近年

では、日本人の海外登山の報告を中心に、これから海

外登山を目指す人に向けた情報提供や勉強会の意味

合いを持たせたいと考えて運営している。その意味で

は、今回は登山報告も特集テーマもそれに沿った内容

で、充実した講師陣を揃えられたと思っている。また、

参加者数も、まだまだ足りないとは思っているが、最

近と比べれば集まった方だと思う。各国の推薦状制

度がなくなって以来、国際委員会の事業は、これまで

あった研究会事業を惰性で行っている状態になってい

たと思う。これからは公益法人としてやるべきこと、

求められていることを考えながら、実のある事業を考

えていきたいと思っている。

（記　国際委員会委員長　澤田　実）

ネパール大地震救援募金
　４月25日午前11時55分ごろ、カトマンズから北西約80km、ヒマルチュリ峰南方のゴルカ郡内・ラムジュ
ンを震央として、マグニチュ－ド7.9の地震が発生し、首都カトマンズ盆地も激震に襲われました。
　甚大な被害の状況とともに非常に多くの死傷者数が報道されております。
　公益社団法人日本山岳協会は、ネパ－ル国民と被災された多くの皆さまに心からお見舞いを申し上げます。
　本会は、本会を含む日本の主要山岳団体と緊急協議を行い、ネパールにご縁のある方々や団体の義援金を「ネ
パール大地震救援募金」として、心を一つにして募集し、ご寄附いただいた金額の全部がネパールの被災者に
直接届くようにする手段を講じることで合意しました。
　このため、郵便振替口座「ネパール大地震救援募金」を設け、そこに集めることにしましたが、ゆうちょ銀行の
手続きの都合で、口座開設が５月下旬となります。そのため５月中は、下記の振込先への送金をお願いします。

2015年５月１日
	 日本山岳団体ネパ－ル大地震救援募金委員会	
� 公益社団法人�日本山岳協会� 公益社団法人�日本山岳会� 日本勤労者山岳連盟
� 公益社団法人�日本ガイド協会� 日本ヒマラヤ協会� NPO法人�日本ヒマラヤン・アドベンチャ－トラスト

【連絡先】
公益社団法人 日本山岳協会
〒150-8050
東京都渋谷区神南1-1-1 岸記念体育館内
電話　03-3481-2396  FAX 03-3481-2395
E-mail : info@jma-sangaku.or.jp
H.P : http://www.jma-sangaku.or.jp

〈ネパール大地震救援募金振込先〉
●みずほ銀行　渋谷支店　普通口座３３８２５０１
　口座名「公益社団法人日本山岳協会免税口」
●郵便局の郵便振替払込用紙を使われる場合は、
　口座記号番号：00110－5－546693、加入者名：公益社団法人日本山岳協会

（※通信欄に「ネパール大地震救援募金」とお書き下さい。住所、氏名、電話番号もご記入願います。）

①募金は１口２千円です。
②第１次募金期間：平成27年５月１日～10月31日
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ＪＭＡ日本ユース選手権ミレーカップ2015
　３月28、29日の２日間にわたり、昨年10月に二

度目のＩＦＳＣワールドカップリード競技大会会場と

なった印西市松山下公園総合体育館において、ＪＭＡ

日本ユース選手権ミレーカップ2015が開催された。

男子130名、女子81名、計211名の選手が世界ユー

ス選手権日本代表の座を争って熱戦を繰り広げた。

　１日目の予選は女子全員と男子アンダーユースＢの

108名が同一ルート、男子ジュニア、ユースＡ、ユー

スＢの103名が同一ルート各２本のフラッシング方

式による競技を行った。チーフルートセッター伊藤剛

史氏をはじめとする４人のセッターチームによるルー

トは、予選から、見た目てきにも内容的にも世界水準

を意識して時間ギリギリまで練り上げられた高難度の

ルートで、女子グループの左壁ルート推定グレード13

ｂを完登したのはユースＡの田嶋あいかただ一人、推

定グレード12dの右壁ルートはアンダーユースＢの伊

藤ふたばと森秋彩、ユースＢの風間慧美、ユースＡの

田嶋あいか、ジュニアの野中生萌と義村萌の女子６名

と男子アンダーユースＢの西田秀聖、高島悠吾、小島

麟太郎の計９名が完登。男子グループでは、推定グレー

ド13aの左壁ルートをユースＢ2名、ユースＡ11名、ジュ

ニア9名の計22名、推定グレード13ｂの右壁ルート

をユースＢ１名、ユースＡ９名、ジュニア７名の計17

名が完登し、レベルの高さを見せつけた。

　２日目は、左右の壁で男女に分かれて最初にアン

ダーユースＢ決勝、続いて別ルートで男女のジュニア

とユースＡ決勝、最後にルートを手直しして男女ユー

スＢの決勝を行った。女子アンダーユースＢでは予選

右壁ルートを共に完登した伊藤ふたばと森秋彩の二人

が決勝も完登し、予選左壁ルートの成績が順位を分け

る結果となって伊藤ふたばが初優勝。二人とも今後世

界での活躍が大いに期待される逸材である。女子ジュ

ニアでは野中生萌が義村萌を抑えて優勝、女子ユース

は田嶋あいかが男女を通じて予選から唯一全完登の圧

倒的な実力を見せて優勝し、女子ユースＢでは曽我綾

乃が涙の初優勝。男子はアンダーユースＢで新星、西

田秀聖が初優勝、ユースＢは田嶋瑞貴が安定した力を

発揮して姉弟での優勝を達成し、ユースＡは緒方良行

が体幹の強さを感じさせる切れのある登りで初優勝、

国内トップレベルの実力者がそろったジュニアは、予

選で２ルート共に完登した７人のうちの３人が決勝で

同高度となり、タイム差で楢崎智亜が初優勝を果たし

た。

　クライミングジムの普及や指導体制の充実に伴い、

全国各地から強い選手が続々と現れていることを例年

以上に強く感じた大会であった。この大会の成績によ

る一次選考で男子７名女子６名が世界ユース選手権

リード日本代表に選出されたが、イタリア・アルコで

の世界ユース選手権では一人でも多くの選手が実力を

発揮して表彰台に上がることを期待したい。今回の表

彰者は以下の通りである。� （文と写真　目次俊雄）

表彰者一覧
男子ジュニア 女子ジュニア

１位 楢崎　智亜（栃木） １位 野中　生萌（東京）

２位 波田　悠貴（埼玉） ２位 義村　　萌（三重）

３位 島谷　尚季（千葉） ３位 竹内　彩佳（千葉）

男子ユースＡ 女子ユースＡ
１位 緒方　良行（福岡） １位 田嶋あいか（三重）

２位 楢崎　明智（栃木） ２位 中村祐香梨（静岡）

３位 原田　　海（大阪） ３位 錦織　美里（広島）

男子ユースＢ 女子ユースＢ
１位 田嶋　瑞貴（三重） １位 曽我　綾乃（埼玉）

２位 小西　　桂（神奈川） ２位 小島　果琳（岐阜）

３位 土肥　圭太（神奈川）） ３位 樋口　結花（佐賀）

男子アンダーユースＢ 女子アンダーユースＢ
１位 西田　秀聖（奈良） １位 伊藤ふたば（岩手）

２位 鶴　　隼斗（埼玉） ２位 森　　秋彩（茨城）

３位 大政　　涼（愛媛） ３位 島田　祐生（大阪）
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インデビジュアルスタート

韓国、江原道での山岳スキー競技
　韓国東部の日本海に近い江原道（High�one）高級リ

ゾートで、２月28日（土）～３月１日（日）に山岳スキー

競技選手権のアジアカップ第１戦が行われた。

　2018年に予定されている江原道、平昌（ピョンチャ

ン）冬季オリンピック会場とは少し離れている場所で、

立派な設備やカジノを含めた高級リゾート地で韓国人

が入れる唯一のカジノがある。いろんな功罪があり、

熱しやすい人たちにとっては、天国か地獄か、現地で

いろんな情報を聞いた。日本も導入しようと動いてい

るようだが、さてどうなるか。

　２月28日は、バーチカル（直接登るだけ）、３月１日

はインデビジュアル（本来の山岳スキー競技）が行われ

た。28日午後４時、ハイ-ワンーリゾート、スキーピ

ステを利用し約1.6キロの距離を各カテゴリー100名

近くがバーチカル競技に参加。日本選手では三浦祐司

が中国、ロシアに続き３位に入った

　３月１日は、インデビジュアルが行われた。朝７時

にやはり、スキー場をスタートして約20数キロの距離

で争われた。前夜からのサラサラの新雪2～3センチで、

レースとしては大変良いコンデションでインデビジュ

アルが行われた。標高1,400mの白雲山の稜線も利用

したりで、ある程度山岳スキー競技らしかった。

　レースはゴール直前の100mまで中国、ロシア、日

本の三つ巴の激しい戦いで最後はロシアの選手が抜け

出し１位になり、三浦選手は２位に輝いた。しかし、

ロシアは（ヨーロッパの組織なので）正式参加でなかっ

たためゲストで、アジアカップの優勝者は三浦選手と

なった。三浦選手はこれで韓国大会7連勝となり50

代の年齢を考えると驚異的な努力のたまものだと言え

る。各国選手から称賛の声が数多く上がったのも無理

もない。

　今回はイランからの参加が４名おり、６ヶ国での競

技となった。韓国の努力もあって、国際競技に広がり

つつあることを実感できた大会だった。参加選手は地

元韓国、中国、ロシア（カムチャッカの選手）、イラン、

イタリア、日本。その他2018年ピョンチャン冬季オ

リンピックの話などで話題が多い大会であった。

　日本大会（アジアカップ第2戦）での再会を期して各

国選手団と別れた。� （記　佐伯尚幸）

アジアカップ第1戦大会

日本選手団
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山に登ろう―

茨城県・神峰山（かみねさん、598m）

　神峰山は標高598mの低山ですが、阿武隈山地の南

端に位置し日立市を取り巻く山並の主峰的存在で、Ｊ

Ｒ常磐線や常磐道からのアクセスが良いことから首都

圏の日帰りハイキングコースとして県外にも広く親し

まれています。

　山頂から太平洋に朝日が立ち上る様が日立の地名の

由来になったと言われています。隣に位置する、花の

百名山「高鈴山」を含めて一帯は県立高鈴自然公園に

指定されていますが、2008（平成20）年この山域から

日本最古の地層（約５億年前のカンブリア紀）が発見

され、2011（平成23）年この地が茨城県北ジオパーク

に認定されました。

�「神峰山（598ｍ）」、「高鈴山（623ｍ）」を中心に信仰

の山「御岩山（530ｍ、諸説あり）」、「羽黒山（はねぐ

ろさん）（491ｍ）」等のピークと御岩神社、日鉱記念

館、奥日立きららの里、かみね公園、小木津山自然公

園、助川市民の森等の自然公園や宿泊施設等も整って

おり、これらを組み合わせてファミリーハイキングか

ら健脚コースまで年代や目的に応じて幅広く楽しむ

ことができます。コースはよく整備されており、主要

コースには指導標が設置されているほか、コースの出

発点となる自然公園等にはトイレや宿泊施設も完備さ

れています。

　ハイキングコースの起点はファミリー向けや半日

コースは、ＪＲ常磐線日立駅からバスで約30分「き

ららの里前」下車、すぐ前の奥日立きららの里（車の

方は常磐道日立北ICから約10分）に入場（有料）し、

ここを起点に神峰山や高鈴山を往復するのがお勧め

（いずれも片道約１時間）です。下山後きららの里にも

どってから、地元のそば粉を使った手打ちそばやバー

ベキューなども楽しむことができます。

　一般向けの一日コースとしては太平洋沿いの小木津

山自然公園、かみね公園、助川市民の森などからの往

復（約16 ～ 20km）や、きららの里から出発し、神峰

山又は高鈴山のピークを踏んで太平洋を望みながら前

述の公園に下山するのもお勧めです。

　健脚向きには「日立アルプス縦走」と呼ばれている、

阿武隈山地最南端の「風神山（かぜのかみやま）（242

ｍ）」から高鈴山・神峰山を経て「石尊山（386ｍ）」ま

での約30ｋｍのコースもあります。（起点となるJR

大甕駅から終点のＪＲ十王駅まで約40km）

　ところで、この山域はかって四大銅山の一つ、旧日

立鉱山が操業していた場所であり、ハイキングコース

沿いに煙害克服の象徴とも言える大煙突を始めとした

産業遺跡や、裸になった山肌を回復した植生などをみ

ることができます。明治後半、日立鉱山の近代化が図

られていく過程で、銅の精錬の際に排出される煙の中

に含まれる亜硫酸ガスによって、農作物や山の木々が

枯れるという公害問題が深刻化しました。今から約百

年前の1914（大正３）年当時世界一（155.7ｍ）の高

さの大煙突を構築し、また神峰山頂など数か所に気象

観測所を設け風向きにより操業を調節することで、こ

れを克服しました。

　さらに、荒廃した山肌の早期回復のためオオシマザ

クラ、オオバヤシャブシ、ヒサカキなど耐煙性に優れ

た樹種を研究し職員と住民が協力した山林造成活動が

行われました。

　今、ハイキングコース沿いに、大煙突（1993年上部

が倒壊し54ｍになったが現役で稼働中）や気象観測

所など産業遺跡やオオシマザクラ群落、ヒサカキのト

ンネル等をみることができます。特に4月中旬、神峰

山頂から展望する大煙突と周囲一面に開花したオオシ

マザクラの群落は見事です。また日鉱記念館には鉱山

の歴史に加え鉱山機械や大煙突、植樹等公害克服の歴

史が展示されています（入場無料）。

　茨城県山岳連盟ではこの山域で毎年５月に御岩山の

岩場で岩登り講習会を、４月中旬にハイキングコース

清掃登山を行っています。清掃登山では茨城県北ジオ

パーク推進協議会と連携し満開のオオシマザクラや公

害克服の歴史、日本最古の地層（５億年前のカンブリ

ア紀）などの自然解説を行い、参加された地域の方に

語り継ぐ努力を行っています。

（記　茨城県山岳連盟　田上正敏）

新
連
載

神峰山と大煙突
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第 78回 Mountain World

ネパール大地震　死者8000人を超える

池田常道

　４月25日正午前、中部ネパールのゴルカ地区を震

源とするマグニチュードＭ7.8の大地震が発生、首都

カトマンズをはじめ震源に近いランタン谷や山間の村

を中心に大きな被害が出た。影響は、国境を接するイ

ンド北西部やチベット自治区、バングラデシュにも及

び、これら周辺地域を含めた死者の数は５月９日現在

8000人を超え、倒壊した建物は50万棟以上になって

いる。

　道路が寸断されて孤立した地域が多いため、救援物

資が山間まで届かず、300万人が緊急の食糧援助を必

要としている。カトマンズでは家を失った2万4000

人がテント生活を余儀なくされ、食糧不足や衛生状態

の悪化から約40万人が地方や国外へ脱出したという。

　ネパール政府は３日、遺族に対して１人４万㍓（約

４万7000円）の見舞金を支給すると発表した。今後

３か月で復旧作業などに必要とされる４億1500万㌦

（約500億円）は２日時点でまだ２％しか集まってお

らず、国連常駐調整官事務所は各国に支援要請を続け

ている。

　地震の影響は当然山岳地帯にも及んだ。地震発生

時エヴェレストＢＣ（5350m）には約1000人が滞在

していたが、当日午後にプモリとリントレンのコル

（6150m）付近にあったセラックが崩壊し、誘発され

た雪崩が標高差800mを流れ下ってＢＣ上部に張られ

ていたテント群を襲い、不明２人を含む19人が犠牲

になった。ネパール山岳協会などによる犠牲者の内訳

は以下のとおり（ＨＡＰは高所ポーター、ＫＳはキッ

チンスタッフ）。

≪ドリーマーズ・デスティネーション・ローツェ隊≫
ゲ・チェンファン隊長（43、中国）、ヤマガタ・ヒロシ

（56、日本、漢字表記不明）

≪中国女性エヴェレスト隊≫
レヌ・フォーテダー（49、オーストラリア）、ラクパ・

ツィリン・シェルパ（33、HAP）

≪ステップアップキャンペーン・エヴェレスト隊≫
シヴァ・クマール・シェルパ（25、KS）

≪ジャッジドグローブ・エヴェレスト隊≫
ダニエル・フレディンバーグ（33、アメリカ）

≪マディソン・エヴェレスト/ローツェ隊≫
マリサ・ジラウォング（28、BCドクター）

≪アドヴェンチャー・コンサルタンツ隊≫
ダワ・ツェリン・シェルパ（33、HAP）、ペマ・イシ・シェ

ルパ（25、HAP）、チミ・ダワ・シェルパ（27、HAP）、

ペンバ・シェルパ（19、KS）、マイラ・ライ（41、KS）

≪ティム・モーズデール・エヴェレスト隊≫
テンジン・ボーテ（HAP）、パサン・テンバ・シェルパ

（KS）、クリシュナ・クマール・ライ（KS）

≪トレッカー≫
ヴィン・B・トゥロン（ベトナム出身のアメリカ人）

≪TETフィルムズ＆フォトグラフィー≫
トム・タプリン（61、アメリカ）

他に不明2名。

＊

　１年前の雪崩事故に続く悲劇に大半の公募隊が撤収

したが、登山続行を望む登山者は少なからず残ってお

り、シェルパたちも登山再開に意欲的だという。ネ政

府も、アイスフォールドクターたちは数日でルートを

修復すると述べ、５月第３週か第４週には登頂可能だ

としている。一方チベット側では、中国チベット登山

協会が、雪崩や落石の危険が増大しているとみて、す

べてのＢＣ撤収を要請した。ただし、カトマンズ＝コ

ダリ道路は通行不能となり、登山隊はラサ／北京経由

での帰国を余儀なくされた。

（写真説明）
上／�南面BCからのプモリ（左）、矢印が地震で崩壊したコ

ルのセラック。
下／�赤い矢印が雪崩の通路。右手のアイスフォールとは

全く別の方角から襲ったことがわかる。
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すぐそこにある遭難事故
元警視庁山岳救助隊　金

こん
　邦夫

　今年の２月１日、新聞の朝刊に「奥多摩の本仁田山

で男性登山者２人が死亡した」との記事が載った。「１

月28日に、本仁田山へ一緒に登山に出かけた男性２

人が帰宅せず、１月31日、捜索していた青梅署山岳救

助隊員が、岩場から転落し死亡している2人を発見し

収容した。」というものである。

　１月30日、東京地方は天気予報どおり朝から雪が

降った。奥多摩の山も薄っすら雪化粧したが、午後に

は止み雨となった。

　都内に住む男性Ｋさん（70歳）の家族が奥多摩交番

の山岳救助隊に捜索願を出した。Ｋさんは都内の「Ｓ

山の会」に所属し、同じ会の男性会員Ｍさん（60歳）

と２人で、２日前の28日に本仁田山へ日帰り予定で

登山に出かけたが、今日になっても戻らないというも

のであった。

　２人の登山経験は豊富で、Ｋさんは以前にも２回ほ

ど本仁田山へ登っている。一度は奥多摩駅からすぐ裏

山に屹立する、岩登りのゲレンデとして古くから親し

まれている氷川屏風岩の脇を経由し、ゴンザス尾根に

出て本仁田山に登り、下りはゴンザス尾根から花折戸

尾根に入って鳩ノ巣駅に下山している。

　山の仲間によると、今回は鳩ノ巣駅から本仁田山に

登り、奥多摩駅に下山するという逆コースをたどると

言っていたという。

　午後になって携帯電話のＧＰＳによる位置測定の結

果が出た。電波は長畑の氷川中学校近くに立つアンテ

ナが受信しており、アンテナから半径3㌔の区域だと

いう。半径３㌔といえば本仁田山頂までの南側が全部

含まれるというアバウトなものであった。

　31日早朝から捜索が開始された。山岳救助隊員9名

が3個班に分かれて、まだ雪の残っている本仁田山南

側の捜索に入った。

　午後１時半ころ、奥多摩駅のすぐ北側にある、氷川

屏風岩付近を捜索していた３隊員が、屏風岩から僅か

に下った西側斜面の岩場の下で、転落して死亡したと

思われる2人を発見した。

　西側斜面の18㍍ほどの岩場の上の立木に、ダブル

にして掛けたスリングが5㍍ほど垂れ下がっていた。

この岩場を下りようとしたのだろう、2人は岩場下の

急斜面をさらに滑り落ち、岩場の上の立木から約40

㍍下で止まっていた。Ｍさんが上で、その8㍍ほど下

にＫさんが倒れていた。

　現場からは真下に奥多摩駅が見え、工場の音さえ聞

こえる駅から直線距離にして500㍍ほどの所だ。

　刑事課員の実況検分の後、２人は山岳救助隊員に

よって収容されたが、このコースは東京都公園協会

の、本仁田山に登る一般登山道としては指定されてい

ない。踏みあとはあるものの言わばバリエーション

ルートと言えるだろう。そのバリエーションルート

からも外れて岩場に出てしまった。すぐ下に町が見え

る。迷ったことを知りながら、ここさえ下りればとい

う思いが働いたのだろう。あと15分ほどで下山でき

たという、まことに痛ましい遭難死亡事故であった。

　なぜ２人とも転落したのだろう。ザイルでも結んで

いなければ考えられないような事故である。推理とし

て成り立つのは、ダブルにして垂らした５㍍のスリン

グに掴まり、１人が途中まで下りる。次いで２人目が

下りようとしたが何らかのアクシデントで転落。そし

て下の人を巻き込んで２人一緒に落ちた。こうとでも

考えなければ説明がつかない。しかしこれも単なる推

理に過ぎないのだが。２人とも死因は脳挫傷であっ

た。

　この遭難事故でさらに心痛むのは、次のような事情

もある。２人の所属していた「Ｓ山の会」は１年ほど

前、創立20周年を迎えた。その記念祝賀会に私も招か

れ、「奥多摩山岳救助の現場から」と題し、奥多摩にお

ける山岳事故の傾向とその対策を話させて戴いた。道

迷いに起因する事故が多いことも話した。２人もその

場におられたことであろうが、何とも私の力量不足も

思い知らされた事故でもあった。２人のご冥福をお祈

りしたい。合掌。

　私ごとで恐縮ではあるが、この事故も含め40件ほ

どの遭難事故事例をまとめ、東京新聞出版局から「す

ぐそこにある遭難事故」のタイトルで、５月後半に出

版させて頂くことになった。興味のある方はご笑覧下

さい。
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平成26年度　大山
氷雪技術研修会、主任検定養成講習会、上級指導員養成講習会報告

　平成27年２月14日（土）～15日（日）に大山で標記

研修会・講習会が行われた。

　今回は研修８名、Ａ級主任検定４名、上級指導員養

成講習３名、講師６名、鳥取県スタッフ３名の計24名

での開催となった。参加者は山陰地方以外にも、関西、

四国、関東からも広く参加していただいた。

　今回は現地で活躍されている、鳥取山協の渡辺氏、

広島岳連の岡谷氏にも講師として加わっていただき、

昨年に引き続き改良型�スタンディングアックスビレー

等の検証を実施した。

　以下に参加者の代表の感想を掲載します。

（記：指導委員会　野村善弥）

氷雪技術研修会受講感想文
鳥取県　長瀬　等

　私は１年半前に初めて大山に登り、その美しさと心

地良さに魅了されました。それ以来、熱狂的な大山ファ

ンになり、他のルートにも足を伸ばして、山歩きと共

に自然の織り成す見事な景観、稜線に咲き誇る植物な

ど、大自然からの贈物との出会いを楽しんでいます。

　自然豊かな大山は、沢山の喜びを与えてくれます。

今の季節、白銀に彩られた大山には街中の生活では出

会うことのできない美しい樹氷や、静寂に満ちた自分

だけの空間があります。私のお気に入りは、五合目周

辺の樹林帯を美しく輝かせる見事な樹氷です。冬山大

山は、まさに大自然の宝石箱です。

　この素晴らしい大山にもっと長く登り続けたい。そ

の為に私はどうあるべきかを考え、たどり着いたのは

「自分が事故を起こさない技術を身につけ、それを必

要としている人の為に役立ちたい。」との思いでした。

　沢山の出会いを繰り返す中で、地元の山岳会（岳獅

会）に入会させて頂いたことがご縁で、本研修会の開

催を知りました。ロープの結び方も分からない状況で

したが、この素晴らしい機会をチャンスと捉え、本研

修に参加させて頂きました。

　座学研修で教えて頂いた基本的なことは、登山者の

安全を確保する為に自らが更に高い技術を習得するこ

との必要性です。その心構えとして、常に謙虚に自ら

を高めての行く姿勢、技術の中に存在する本質を自分

のものにして行く努力の積み重ねなど、日常の考え方

が重要であると自分なりに感じました。

　実技研修で指導して頂いた、正しいピッケルの使い

方、装備品の注意点と装着、雪上歩行と雪崩を避ける

ルートの選定、スタンディングアックスビレーの確保

など、私の大山登山にそのまま活かせる技術だと思い

ます。

　はじめに模範実技と解説を行い、個人実技では個々

の技術レベルに応じた丁寧な指導して頂けたことは、

私にとって大変助かりました。実技研修の成果が大き

な自信となりました。

　積雪期の大山登山であっても、天候の良い日に夏山

登山道だけを単に往復するだけなら、今回の氷雪技術

研修は必要ないかもしれませんが、冬山大山の魅力に

一歩踏み込む際には、欠かすことの出来ない重要な技

術として役立つと確信しています。

　今回の研修の受講はゴールではなく、次の登山に向

けての新たなスタートだと考えます。本研修で伝えて

頂いた技術を自分の手で磨き、自分の言葉に置き換え

て、必要としている方に伝えていきたいと思います。

　最後になりましたが、本研修開催の為にご尽力頂き

ました日本山岳協会及び関係者の皆様、そして直接の

ご指導を頂きました堤先生へ、この場をお借りいたし

まして、心よりお礼申し上げます。

＊尚、ここに参加いただいた東京都岳連の木下�佳哉子

さんが、5月３日前穂高岳で落石事故にてお亡くなり

になりました、心からご冥福をお祈りいたします。
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【ヤマケイ新書】

『現代ヒマラヤ登攀史
8000メートル峰の歴史と未来』

池田常道　著
　著者は、1972年から『岩

と雪』の編集に携わり、77

年から95年の休刊に至るま

で編集長を務められた。

　83年に『岩と雪』誌上で

エベレスト初登頂30周年特

集を組んだのを契機に、シ

シャパンマ初登頂（64年）

以降の8000ｍ峰14座の登

山記録を纏め、その登攀史

を『岩と雪』（98号～112号）に連載した。それから30

年の星霜を重ね、その間に膨大な登山記録が成された。

当時の連載記事に大幅に加筆訂正したのが本書である。

　人類初の8000ｍ峰、アンナプルナ登頂から65年。

ヒマラヤ登山は如何に変遷して、何処へ向かうのか。

探検時代の歴史から、初登頂のドラマ、そしてバリエー

ション、無酸素、アルパインスタイル、冬季登頂へと

8000ｍ峰登攀史の集大成。ヒマラヤニストの必読書

である。

　新書版、288頁、定価880円+税、2015年3月21日、
発売元：山と渓谷社（03－6837－5018）

新刊図書紹介

池田常道さんの出版を祝う会
　本誌連載「Mountain�World」を執筆されている池田

常道さんが、山と渓谷社から『ヤマケイ新書�現代ヒマ

ラヤ登攀史』を出版された。この出版を記念して、川

崎深雪、神﨑忠男、国井治、坂下直枝、重廣恒夫、須

田義信、廣川建司、古野淳、八木原圀明、山森欣一の

各氏が発起人となって、４月22日（水）にアルカディ

ア市ヶ谷で出版を祝う会が催された。

　当日は、1956年にマナスル初登頂された日下田實

氏をはじめ世界三大高峰無酸素登頂者の川村晴一氏な

ど80年代から90年代にかけてヒマラヤの高峰登山を

牽引された歴代のヒマラヤニストたち60名が一同に

会し、ヒマラヤ談義で盛り上がった。

� （記　尾形好雄）

トピックス

	 	
平成27年度国際委員総会及び第34回海外登山遭難対策研究会開催
１．期　日  平成 27 年６月 13 日（土）～ 14 日（日）
２．会　場  国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 306 号室
 　〒 151-0052 東京都渋谷区代々木神園町３－１
 　TEL：03-3469-2525　　http://nyc.niye.go.jp/
３．参加費  12,960 円（夕食を兼ねた懇親会、一泊、朝食込）
 　※ 14 日日帰りの参加費は、2,160 円になります。
 　（但し、学生と 10 代の若者は 540 円、20 代と 30 代は 1080 円）
 　※懇親会の参加費は、3,500 円
４．日　程
 ○６月13日（土） 18:00　受付開始 18:20　開会・オリエンテーション
  18:30　「国際委員総会」 20:00　夕食・懇親会
 ○６月14日（日）   7:00　朝食
 　 「海外登山遭難対策研究会」
 8:45 講演「高所順応および高所障害の対処法とその最新知見」 講師　野口いづみ氏
 9:45 講演「グレートヒマラヤトレイル」（予定） 講師　根本　秀嗣氏
 10:45 講演「ヒマラヤ・カラコルムの山岳救助の最新事情と山岳保険」 講師　古野　　淳氏
 11:35 閉会・会場片付け
5．申込み  ６月５日（金）までに参加費を添えて日山協事務局へお申し込み下さい。
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2015年春・ＵＩＡＡ理事会報告

1．出席者　神﨑忠男会長、小野寺斉（記録）
2．日　程　３月25日～ 30日
� （25日夕方マドリッド着～ 29日夕方同発）

3．場　所　スペイン：サラゴサ
� （マドリッドから特急で1時間15分）

4．主　管　FEDME
（The�Spanish�Climbing�and�Mountaineering�Federation）

　今回は、ＣＩＭＡ2015（International�Mountain�

Congress）が元々この期間内に開催されることになっ

ており、それに合わせての理事会の開催であった。会

場のサラゴサ大学は16世紀の設立である。サラゴサ

はマドリッドとバルセロナのほぼ中間に位置し歴史の

ある都市である。画家Goyaの出生地としても有名で

ある。アラゴン州に所属、アラゴン山岳連盟もＦＥＤ

ＭＥの一員として活動している。京都市とは姉妹都市

になっている。

　26日午前マドリッドからサラゴサへ、駅でKAFの

Pae女史に会う。昼前にホテルに到着、昼食後サラゴ

サ大学に向かう。歩いて15分程度の距離。既にＣＩＭ

Ａ2015は始まっており、登録後そのまま残り、理事

会の非公式会議に臨む。報告の都合上この非公式会議

と翌日の公式会議を合わせて記述する。主な議題のみ

の報告である。公式会議は27日である。

5．理事会
　18人の理事のうち15人が出席、定足数は9人であ

り会議成立となる。理事会で決定した方針は次の総会

で諮られてから正式決定となる。

⑴定款の変更。ＵＩＡＡ（フランス語の略）は英語名を

International�Mountaineering�&�Climbing�Federation

としている。これをInternational�Climbing�&�Mountaineering�

Federationに変更したいという提案がなされた。確か

にオリンピックを意識したクライミング志向が高まっ

ている。ＩＦＳＣへの対抗心もある感じである。さらに

FederationかAssociationか、と言う議論になり、カナダ

のPeterからAssociationはFederationを抱合する、と

いう発言もあり、最終的にはFederationをAssociation

に変更してソウルの総会に諮ることになる。

⑵日本で今取り組もうとしているT.Std（トレーニン

グスタンダード）は登山委員会に所属している1つの

Panel（WG/作業部会とは違うが内部委員会）である。

これを登山委員会から切り離し独立した委員会にし

よう、という提案がなされた。今の登山委員会委員長

のPierre�HumbletがＰＰＴを使い、如何に登山委員会

が積極的に活動しているかについて顔を真っ赤にし

て説明した。Petzlがスポンサーになっているがこれ

はT.Stdに対してである。日本の青山氏の遭対データ

の収集など活動も積極的に行っていることをアピール

した。これに対してスイスのFrankは「登山委員会は

何もしていないだろう、（青山氏の）データ解析などは

本当に山岳としての的を得ているのか」と強い発言。

T.Stdの責任者のSteve�longも同席しており、議長から

「お前はどうなんだ」と聞かれていたが、それには直接

答えないで別の発言をしていた。つまりT.Stdがなく

なると登山委員会の活動は半分以下になる、というの

もPierreも暗に認めているように事実である。結果的

に賛否は結論の延期となった。８対４であった。日本

は延期に賛成したが、分離傾向は変わらないと思われ

る。Pierreはその後皆の前に顔を出したのは最後の日

の朝だけであった。

⑶アクセス委員会はエクスペディション委員会をも取

り込んでいるが、これも目立った活動はしていない、

とのことで登山委員会に入れてしまおう、という提案

があった。採決に先立ち、日本の意見を述べた。「アク

セスという言葉自体は日本語にはない。イメージとし

ては自然保護よりも幅広く感じる」と発言した。韓国

も同様との事。この提案も結果的には後日再討論と

なった。

⑷ＩＳＦ（International�Sky�running�Federation）をＵ

ＩＡＡのＵＮＩＴにする、という提案があった。提案

というより既に契約することはほぼ決まっていたよう

だ。ＵＮＩＴとは、簡単に言うと傘下団体ということ

になる。ＩＳＦの会長をＵＩＡＡの副会長に据える、

という条件もあった。スイス、フランスもいろんな問

題点を指摘していたが、結局は賛成に回った。本来的

にFrankはFrits支持である。日本はドイツ、イギリス

と共に反対、また事務局長のHeleneも反対に回り、反

対票は４票、他は賛成で可決された。これによりＩＳ

ＦはＵＩＡＡの医事委員会やアンチドーピング委員会

とも繋がりが出来、ＩＳＦがＩＯＣアンチドーピング
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補助を受けることについても支持する方針である。

⑸Rock�Climbing�WGを作ることの提案

　登山委員会の中に作りたいと副会長のPeter�

Farkas、イギリスのAnne、アメリカのMarkなどが中

心となって提案。フランスのジョージは当然ツァーを

行うようになると思うが、すでに行っている既存の団

体の日程を邪魔しないように、との注文。他は特に反

対意見もでなかった。

⑹ヨーロッパ連合について

　急に出てきた話ではなく、昨年くらいから徐々に話

が持ち上がってきたようだ。目的はヨーロッパの加盟

団体をよりアクティブにすること、とのこと。南米の

ＵＰＡＭＥやアジアのＵＡＡＡみたいなもの。会長レ

ポートでは昨年の広島での会議の事が賞賛の形で紹介

されていた。加盟団体が集まって何やら話し合ってい

た。

⑺ユース委員会について

　今までうまくいっていたが、このところ問題が出て

きた。例えばアゼルバイジャンからは予定していたイ

ベントを関連政府が許可しないのでＵＩＡＡイベント

から外してくれるように言ってきたりしており、委員

長に確認したいとのこと。遠方の委員長からSkype通

信を何度か試みたが接続してもすぐ切れてしまうので

詳細確認は持ちこしとなった。

⑻アイスクライミング

　ソチオリンピックへのデモ参加を機にオリンピック

種目への期待をさらに高めているように見える。各参

加者にアイスクライミングに対する取り組みについて

確認した。日本は特に重要な国であり、積極的になっ

てほしいとのこと。地理的な問題や、選手層が薄くな

かなかヨーロッパツァーには参加出来にくい旨を話し

た。他のヨーロッパの国々でもイタリアなどは発言と

してはあまり積極的ではなかった。

⑼会費がなかなか払えない国に対して

　支払う気がない国は別として、参加して活動したい

がなかなか支払えない国に対しては現行規定を一部

緩めて猶予期間をおいての支払いを認めるようにし

たい、何年か前から続いている

協力ファンドとは別である。未

払い国は2013,2014年度で７

か国、アジアではインドのHMI

（Himalayan�Mountaineering�

Institute）、またキプロスは協力

ファンド対象国となる。

⑽戦略プラン

　７つの戦略リストを上げた。主なものとしてＵＩＡ

Ａのイメージのアップ、名前の浸透、そしてオフィス

と各加盟団体や委員会との連絡を密に取りたい事など

が挙げられた。どちらにしても根底にはアイスクライ

ミングを中心にオリンピック参加という目標がある、

と思われる。

⑾ＣＩＭＡ2015講演

　前述の通り、ＵＩＡＡ理事会はこのＣＩＭＡ2015

に日程を合わせたものである。今回はＣＩＭＡ2015

ではＵＩＡＡ関係でも多くの方が講演した。最近の

登山の傾向から、自然保護、組織の運営等多岐に亘

るものであった。小野寺もＵＩＡＡアクセス委員会

委員長のJuan�Martineから直接プレゼンを依頼され

た。内容的には「Singular�peaks�&�their�Management�

problem」とのことで具体的には富士山について話を

してくれ、というものであった。考えて引き受けた

が、内容的には江戸時代を中心にした富士山の信仰、

芸術、最近の登山者の多さとオーバーユースとその対

策、世界文化遺産、富士山憲章、冬富士、遭難について、

とＰＰＴを使って作成した。他のプレゼン者はネパー

ルのアンツェリン氏がエベレスト、フランスのジョー

ジ氏がモンブラン、スペインのフランシスコ氏がスペ

インの国立公園について、であり、15分間の持ち時間

でプレゼンし、参加者からの質問を受け付けた。これ

に先立ち、日本出発直前に別途依頼があり、日程を違

えてアンツェリン氏と30分ずつ同一内容でプレゼン

した。� 以上

八重山



平成27年度４月（27年４月）
常務理事会報告

日　時　平成27年4月9日㈭
17時30分～20時50分

場　所　岸記念体育会館103号室
出席者　神﨑会長、八木原・國松・佐藤
副会長、尾形専務理事、小野寺、西内、
仙石、森下、京オ、瀧本、青木各常務
理事、中畠監事

委　任　水島常務理事（常務理事13名中
12名出席）

１．議　事
⑴平成26年度３月常務理事会議事録の
承認について（異議なく承認された）

⑵平成26年度理事会（第4回）議事録の
承認について（異議なく承認された）

⑶役員候補者推薦委員会運営細則（案）
の承認について

　尾形専務理事より提案説明がなされ、
監事候補者は理事候補者とは別に推薦
するよう訂正され、承認された。

⑷クライミング・ルートセッター規程及
び同内規の改定（案）の承認について

　森下常務理事より資料に基づき説明。規
程の訂正条文の文言など再度検討して
次回常務理事会に諮るよう差し戻された。

　國松副会長から法規委員会を設けて規
程全般の見直しを図るべきとの指摘が
あった。

⑸代表チームに関わる規程・行動規範・ユ
ニフォーム運用内規(案）の承認について

　森下常務理事よりスポーツクライミン
グ日本代表選手のユニフォームのスポ

か、消費税、減価消却、賞与及び退職
給与の引当の計上、などが指摘された。

イ　和歌山国体準備状況について
　京オ常務理事より和歌山国体の準備状
況について報告された。

ウ　全日本クライミングユース選手権ボ
ルダリング競技大会2015の大会要項
について

　森下常務理事より全日本クライミン
グユース選手権ボルダリング競技大会
2015の大会要項について説明された。

エ　クライミング日本ユース選手権
2015ミレーカップ報告

　森下常務理事よりクライミング日本ユー
ス選手権大会について終了報告があり、
募集方法の検討について言及された。

オ　ＩＦＳＣ総会報告
　神﨑会長より資料に基づきスイス・バー
デンで開催された総会の報告があった。

カ　ＵＩＡＡ理事会報告
　小野寺常務理事よりスペイン・サラゴ
サで開催された理事会の報告があった。

キ　山岳共済会運営委員会規程について
　尾形専務理事より3月の平成26年度
理事会（第４回）で提案された山岳共
済会の運営について次回常務理事会ま
でに検討していただきたい旨、要望さ
れた。

ク　創立60周年記念事業募金について
　尾形専務理事より資料に基づき募金活
動の説明があった。

ケ　ヒトココのレンタル・サービスについて
　尾形専務理事より新年度から山岳共済
会会員向けにレンタル・サービスを開
始することが報告された。

コ　東日本大震災復興支援に関わる27
年度諸事業における冠等の付与に関す
る協力について

　日体協より今年度も諸事業に「東日本
大震災復興支援―とどけよう　スポー

ンサー契約に伴い、日本代表チームに
関わる規程（案）、日本代表チームの行
動規範（案）、代表チームのユニフォー
ム等運用内規（案）について説明。規
程及び内規記載の日本代表選手をス
ポーツクライミング日本代表選手と訂
正することで、承認された。

⑹2015年代表選手の承認について
　森下常務理事より資料に基づき以下の
代表選手及び推薦選手の承認が諮ら
れ、異議なく承認された。

・世界ユース選手権大会代表選手（男子
＝ジュニア：楢崎智亜、波田悠貴、島
谷尚季、ユースＡ：緒方良行、ユースＢ：
田嶋瑞貴、小西桂、土肥圭太、女子＝
ジュニア：野中生萌、義村萌、ユース
Ａ：田嶋あいか、中村祐香梨、ユースB：
曽我綾乃、小島果琳）

・ボルダリングＢ代表（女子＝田嶋あいか、
戸田萌希、尾上彩、小林由佳、加島智
子、大田理裟、渡辺沙亜里、三浦絵里菜、
大場美和、細野かおり、男子＝渡部桂
太、山内誠、中野稔、沼尻琢磨、緒方
良行、波田悠貴、樋口純裕、一宮大介、
豊田将史、清水淳

・オリンピック有望選手の推薦（田嶋あ
いか、野中生萌、楢崎智亜）

⑺平成27年度生涯スポーツ功労者候補
者の推薦について

　尾形専務理事より資料に基づき説明。
候補者の選考基準のハードルが高く本
会では該当者なし、ということで承認
された。

⑻報告事項
ア　会計月次報告
　小野寺常務理事より資料に基づき平成
26年度収支決算（暫定）が報告された。

　中畠監事より、確定していない補助金
については、平成25年度実績を計上
する合理的見積もりで処理してはどう

全日本クライミングユース選手権ボルダリング競技大会2015
おめでとうございます。

　弊社ではパルスオキシメータ（経皮的動脈血酸素飽和度計）“パルスフィット BO-600”

を格安の値段で提供させて頂いております。ご希望の方は、下記までお申込み下さい。

1.8 万円 !!
ポッキリ



ツの力を東北へ！」の冠名称・キャッ
チフレーズの付与に関する協力要請が
あった。

サ　スティーブ・ロングUIAA登山委員と
のT・Std.勉強会報告

　西内常務理事よりUIAA登山委員との
トレーニング・スタンダードの意見交
換会の報告があった。

２．後援、協賛等の依頼について
⑴「平成27年度山の知識検定（第５回）」の
後援名義使用(一般社団法人�日本山岳
検定協会主催)（異議なく承認された。）

⑵「第７回ジャパンユースカップ」の後援名
義使用（ＮＰＯ法人日本フリークライミ
ング協会主催）（異議なく承認された。）

⑶「第21回クライミング・コンペ・オー
ル神奈川」の後援名義使用（神奈川県
山岳連盟主催）（異議なく承認された。）

⑷「第1回ボルダリング神奈川カップ」の
後援名義使用（神奈川県山岳連盟主催）
（異議なく承認された。）

3．日誌（２月26日～４月８日）
⑴山岳団体自然環境連絡会
　２月26日㈭　於：労山事務所
　徳永・松隈副委員長
⑵山岳スキーアジア選手権大会・韓国
2015�　２月28日㈯～３月１日㈰

　於：韓国　佐伯団長ほか３名
⑶九州ブロック競技研修会
　２月28日㈯～３月１日㈫　於：大分
　松崎・佐原常任委員
⑷全日本クライミングユース日本選手権
ボルダリング競技大会実行委員会

　３月１日㈰　於：鳥取県倉吉市
　西原委員長
⑸平成26年度第２回ＪＯＣ－ＮＦ強化
関係連絡・連携会議　３月３日㈫

　於：岸記念体育会館　小野寺常務理事、
中川事務局員

⑹監事会　３月３日㈫　於：岸記念体育

会館　神﨑会長、内藤・岡本・中畠監
事、尾形専務理事

⑺大学スポーツクライミング個人選手権
　３月６日㈮～７日㈯　於：明治大学和
泉キャンパス　神﨑会長

⑻北海道ブロック競技研修会
　３月７日㈯～８日㈰　於：札幌市
　寺内・佐藤常任委員
⑼第53回海外登山技術研究会
　３月７日㈯～８日㈰　於：国立オリン
ピック記念青少年総合センター

　神﨑会長、澤田委員長ほか
⑽平成26年度理事会（第４回）　
　３月８日㈰　於：岸記念体育会館
　神﨑会長ほか理事21名、監事３名
⑾平成26年度ＪＯＣ総務委員会第２回
総会　３月12日㈭　於：岸記念体育
会館　尾形専務理事

⑿モリパーク・アウトドアヴィレッジ�オー
プニングセレモニー　３月13日㈮　於：
昭島市モリパーク・アウトドアヴィレッ
ジ　尾形専務理事、森下常務理事

⒀ＩＦＳＣ総会　３月14日㈯
　�於：スイス・バーデン　神﨑会長、小
日向副委員長

⒁中国地区山岳連盟連絡協議会
　３月14日㈯～15日㈰　於：鳥取県日
吉津村　國松副会長

⒂東海ブロック競技研修会
　3月14日㈯～15日㈰　於：三重
　滝内・目次常任委員
⒃日体協加盟団体評議員連合会総会
　３月17日㈫　於：岸記念体育会館
　尾形専務理事
⒄第６回火山情報の提供に関する検討会
　３月18日㈬　於：気象庁
　尾形専務理事
⒅スポーツ安全協会評議員会　３月18日
㈬　於：東海大学校友会館　神﨑会長

⒆第４回火山防災対策推進ＷＧ　３月
19日㈭　於：中央合同庁舎８号館　
尾形専務理事

⒇パキスタン・ナショナルデー・レセプショ
ン　３月23日㈪　於：ホテルニューオー
タニ東京　尾形専務理事
(21)全国「山の日」フォーラム実行委員会
　３月24日㈫　於：経済産業省別館　
尾形専務理事
(22)平成26年度第３回ＪＯＣ－ＮＦ強化
関係連絡・連携会議　３月24日㈫　
於：シダックスホール　小野寺常務理事、
中川事務局員
(23)全国「山の日」協議会運営委員会
　３月24日㈫　於：日本山岳ガイド協
会事務局　尾形専務理事
(24)第17回秩父宮記念スポーツ医・科学
賞表彰式　３月25日㈬　於：グランド
プリンスホテル新高輪　尾形専務理事
(25)ＵＩＡＡ理事会　３月25日㈬～30
日㈪　於：スペイン

　神﨑会長、小野寺常務理事
(26)なすかし雪遊び隊2015　３月27日
㈮～28日㈯　於：国立那須甲子青少
年自然の家　本木顧問、西内・仙石・
青木常務理事
(27)ユース日本選手権「ミレーカップ」大会
　３月28日㈯～29日㈰　於：千葉県印
西市松山下公園総合体育館　八木原副
会長、森下常務理事、西原・山本・北
山各委員長
(28)全国「山の日」フォーラム　３月28日
㈯～29日㈰　於：東京国際フォーラム

　尾形専務理事、�中畠監事
(29)宮崎豊・国立登山研修所所長表敬挨
拶に来局　４月１日㈬
(30)会長・副会長推薦委員会（第１回）　
　４月１日㈬　於：岸記念体育会館
　粟飯原顧問、神﨑会長、内藤監事、相
良・北村理事、尾形専務理事
(31)第10回山岳スキー競技日本選手権大
会　４月４日㈯～５日㈰　於：栂池高
原　八木原副会長
(32)平成27年度競技部委員総会
　４月５日㈰　於：岸記念体育会館
　神﨑会長、森下・京オ常務理事、西原・
山本・小日向委員長
(33)スティーブ・ロングＵＩＡＡ登山委員
会委員とのT・Std.勉強会　４月８日
㈬　於：労山事務局　小野寺・西内・
瀧本常務理、蛭田・笹生委員

　４月25日、ネパールで大きな地震が
あり、首都カトマンズはじめ各地で甚大
な被害が出た、心からお見舞い申し上
げます。ネパールは登山関係者なら直接
間接、大なり小なり触れたことのある国
であり、人道的立場からも支援が必要で、
義援金の協力をお願します。詳細は本
誌掲載通り� （広報担当��水島彰治）
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寄贈図 書
寄贈本 株式会社童夢・鈴木出版 「安全に楽しむ！子どもの山のぼり」（全3巻）�監修�田部井淳子

本の泉社 「トゥール・デュ・モンブランを歩こう」�清水昭博�著
雑
誌
山と渓谷社 「山と渓谷」№�961�2015May
株式会社ネイチュアエンタープライズ「岳人」№�815�2015May
山と渓谷社 「CLIMBING�JOY」

会
　
　
報

（公財）京都府体育協会 「京都府体協時報」�№118
（一財）福岡コンペディションセンター「FCCnews」�51
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」��第574号�
（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」�№444
（公社）日本山岳会自然保護委員会 「木の目草の芽」�第115号
Corean�Alpine�Club 「山」�Vol�.241
富山県山岳遭難対策協議会 平成26年�「山巓」
（独）日本スポーツ振興センター国立登山研修所「登山研修VOL.30」
明治大学山岳部炉辺会 「炉辺通信」№�177
（公財）全日本ボウリング協会 「ＪＢＣnews」第521号
国立大学法人鹿屋体育大学 「邁進」�第21号
（公社）国土緑化推進機構 「ぐりーん・もあ」�第69号
（公財）埼玉県体育協会 「スポーツ埼玉」Vol�268
Ｐｅｔｚｌ 「Accidentology�of�MOUNTAIN�SPORTS」
（公財）大崎企業スポーツ事業研究助成財団「企業スポーツ」2015�Spring
（株）スクールパートナーズ 「高校生新聞・高校生スポーツ」4月号
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」№306
大阪府山岳連盟 「山岳おおさか」№204号
群馬県山岳連盟 山岳ぐんま�第104号
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」№483�2015.5
Korean�Alpine�Federation 「大山聯」�Vol.196��2015�April
La�rivista�del�Club�alpino�italiano 「Ｍｏｎｔａｇｎｅ360」�aprile�2015
（公社）日本山岳会 「山」�№839�2015年4月号
日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト「ＨＡＴ-Ｊ�ＮＥＷＳ」�№97�2015年4月20日
植村直己冒険館 「植村直己冒険館だより」�第16号
スポーツこころのプロジェクト運営本部「スポーツこころのプロジェクト新聞」�第9号
おいらく山岳会 「山行手帖」�№�665���'15.5
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」�第421号
白河山岳会 「一里瀧」�39号
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」�第575号

資料 立山・剱岳方面遭難対策協議会事務局 山岳遭難白書「平成27年�試練と憧れ」






